
令和７年度第２回大和市消防運営審議会議事録 
 

日時：令和８年２月１８日（水） 

午後２時００分から 

場所：消防本部３階第１会議室 

（傍聴者なし） 

   

〇出席委員   高橋会長、井上職務代理、小菅委員、北砂委員、樋口委員、 

森園委員、清水委員、小泉委員、佐藤委員、梁瀬委員（計１０名） 

 

１． 開会 

 

２． 会長あいさつ 

 

３． 消防長あいさつ 

 

４． 議題 

（１） 消防本部各課の主要事業の報告 

① 消防総務課 

② 警防課 

③ 救急救命課 

④ 予防課 

⑤ 指令課 

⑥ 消防署管理課 

※各所管課長より説明 

質疑等 

委 員 : 消防吏員採用事務において、女性消防吏員は現在１３名で目標には達してい

るという説明でしたが、他市はどのような状況でしょうか。 

消防総務課主幹 : 都市部の消防では女性消防吏員の割合が多いところもありますが、全国平均

の比率を本市は上回っています。 

委 員 : 応急手当普及啓発事業で実施している救命講習ですが、学校と地域が連携す

ることは必要ですので、小学校や中学校での講習が増えてきてよかったと感

じます。普及啓発の推移はどのような感じでしょうか。 

救急救命課長 : 推移を示すものはありませんが、救命講習は平成６年から実施しており、こ

れまでの延べ人数としても多くの市民の方に受講をいただいております。 

委 員 : １１９番で通報を受けてから、現場に到着するまでの時間はどのくらいでし

ょうか。 

指 令 課 長 : 通報場所や待機部隊の有無によって状況は変わりますが、概ね９分程度で到



着しています。 

委 員 : １１９番業務が県央東部消防指令センターに移行されたあと、現在ある指令

台などの有効活用はどのように考えているのでしょうか。 

指 令 課 長  : 来月３月１０日以降は海老名のセンターで１１９番指令を受けることとなり

ます。来年度以降になりますが、現在の指令装置は撤去して、指令装置の置

かれていた場所は災害対策の場として使えるようにしていきたいと考えてい

ます。 

委 員 : 共同運用による大きなメリットは、大規模災害への対策でしょうか。 

指 令 課 長  : 大規模災害のときはもちろんですが、例えば本市の救急隊がすべて出動して

いるときに、近隣市でもより近くにいる救急隊が出動できる点がメリットと

して挙げられます。 

委 員 : 県央東部消防指令センターでは、指令台の数が増えることで、大規模災害な

どでは最大１８本の受信が可能とのことですが、切替はどのように行われる

のでしょうか。最大回線数が増えるという点では、市民としての安堵感があ

ります。一方で、回線数が増えたとしても、大規模災害のときは現在よりも

かける人が多くなるので、話中にはならないか懸念されます。 

指 令 課 長 : 切替は手動にて行われます。夏場の暑い時期などでは、指令センター長の判

断にてモードを切り替えますので、状況をみながら対応をしていくことにな

ります。 

消 防 長 : 大規模災害発生時は、消防側でも通常とは異なる対応をとります。ある程度

は情報を集めて、優先順位を判断して対応をしていくことになります。市民

のもとに救急車が到着したとしても、搬送できる病院がないということも起

こり得ますので、災害情報を集めることに注力して対応していきます。 

委 員 : 地域防災訓練事業の実施件数は減少していますが、地域にとってはありがた

いものに感じています。防災訓練は簡単に足を運べる場所でやるほうが、地

域のためによいことと思います。 

管 理 課 長 : 消防から自治会の合同訓練を勧めていることはありませんが、いざというと

きに周りの市民を助けるという意識をもって取り組んでほしいと思います。 

 

５． その他 

(１) 令和７年(１月～１２月)の災害概要（速報値） 

※管理課長より説明 

質疑等 

委 員 : 放火（疑い含む）が昨年と比べて倍増していますが、そのような傾向でしょ

うか。 

管 理 課 長 : 毎年多いわけではないので、昨年の結果として多かったということになりま

す。 

 



(２) 救急状況調べ（速報値） 

※救急救命課長より説明 

委 員 : 令和３年から比較すると、毎年救急件数が増加の傾向にあります。共同運用

が開始されたあとも、市民が不利益を被ることがないよう、今後も情報提供

をお願いします。 

 

(３) 日勤救急隊の創設後について 

※管理課長より説明 

質疑等 

委 員 : 日勤救急隊には女性隊員もいらっしゃるようですが、家族が搬送された際に

は柔らかい対応をいただいたことが印象的で、感謝しています。 

 

(４) マイナ救急について 

※救急救命課長より説明 

質疑等 

委 員 : 情報閲覧不可となった理由は何でしょうか。 

救急救命課長 : 拒否された方もいますが、現場の状況で閲覧に至らなかったという事案もあ

ります。今回は実証事業の結果概要ですので、今後改めてご報告ができれば

と考えております。 

 

６． 閉会 


